
        

こ
の
た
び
、
野
名
澄
代
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し

た
。
検
索
は
「
市
政
野
名
だ
よ
り
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◆
具
体
策
の
な
い
里
海
創
生
事
業 

▼
七
百
万
円
で
業
者
委
託
さ
れ
た
基
本
計
画 

二
十
三
年
度
の
里
海
創
生
予
算
は
、
職
員
の
給
与
を
除
い
て

千
九
十
七
万
円
。
こ
の
う
ち
七
割
弱
の
七
百
万
円
が
業
者
に
よ

る
基
本
計
画
の
作
成
に
使
わ
れ
ま
し
た
。 

「
業
者
に
よ
る
基
本
計
画
は
、
一
般
常
識
的
な
内
容
に
偏
り
が

ち
。
市
の
現
状
を
熟
知
し
て
い
る
職
員
が
作
成
す
べ
き
」
と
私

は
主
張
。
と
こ
ろ
が
市
長
は
聞
き
入
れ
ま
せ
ん
。
出
来
上
が
っ

た
『
里
海
創
生
基
本
計
画
』
は
、
志
摩
市
の
特
性
を
生
か
し
た

具
体
的
な
記
述
は
な
く
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
し
か
記
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
里
海
創
生
で
志
摩
市
を
活
性
化
す
る
、
稼
げ
る
町
を
作
る
」

と
、
大
口
市
長
は
豪
語
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
現
性
の
乏
し

い
基
本
計
画
を
基
に
「
稼
げ
る
町
」
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
の

か
、
市
長
は
構
想
す
ら
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

二
十
四
年
度
の
里
海
事
業
と
里
海
創
生
基
本
計
画
を
参
考

に
、
こ
れ
で
志
摩
市
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
お

考
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 ▼
二
十
四
年
度
予
算
は
四
千
六
百
万
円
余 

 

う
ち
宣
伝
費
約
八
百
九
十
万
円 

二
十
四
年
度
の
主
要
な
里
海
事
業
は
、
市
民
向
け
啓
発
ば
か

り
。
「
稼
げ
る
」
こ
と
に
繋
が
る
も
の
は
、
提
案
制
度
の
四
十

二
万
円
だ
け
で
す
。 

七
月
十
四
・
十
五
の
両
日
の
阿
児
ア
リ
ー
ナ
ー
で
開
催
さ
れ

た
、
『
さ
か
な
ク
ン
』
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
予
算
は
三

百
六
十
五
万
円
。
九
十
分
の
講
演
会
は
、「
稼
げ
る
町
づ
く
り
」

に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

「
自
然
を
大
切
に
守
る
」
と
い
う
理
念
に
は
、
私
も
大
賛
成

で
す
。
し
か
し
、
一
過
性
の
泡
の
よ
う
な
講
演
会
や
文
化
祭
で
、

市
が
活
性
化
で
き
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
今
の
志
摩
市
に
は
夢

を
追
っ
て
い
る
余
裕
が
な
い
こ
と
を
理
解
す
べ
き
で
す
。 

▽
二
十
四
年
度
の
里
海
創
生
事
業
（
四
捨
五
入
） 

・
職
員
給
与 

 
 
 
 
 
 

…
三
千
四
百
万
円 

・
里
海
創
生
一
般
経
費 

 
 

…
六
十
一
万
円 

・
推
進
協
議
会
経
費 

 
 
 

…
百
五
十
九
万
円 

・
講
師
謝
礼
等 

 
 
 
 
 

…
八
十
二
万
円 

・
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
…
三
百
六
十
五
万
円 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
託
料 

 

…
二
百
十
八
万
円 

・
総
合
沿
岸
域
管
理
研
究
会 

…
七
十
万
円 

・
協
働
事
業
提
案
制
度
採
択
… 

四
十
二
万
円 

・
里
海
文
化
祭 

 
 
 
 
 

…
二
百
万
円 

・
里
海
活
動
事
業
補
助
金 

 

…
三
十
五
万
円 

 
 

▼ 

何
の
構
想
も
な
い
漁
場
環
境
保
全 

 

漁
場
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
、
担
当
職
員
は
「
各
漁
協
、

諸
港
、
観
光
、
商
工
と
い
っ
た
関
係
団
体
を
も
と
に
里
海
推
進

協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
。
そ
の
う
え
で
的
矢
湾
、
英
虞
湾
、
外

海
を
三
つ
に
分
け
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
情
報
を
共

有
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

つ
ま
り
、
ま
だ
何
の
構
想
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
市
長

は
、
こ
れ
も
ま
た
里
海
推
進
協
議
会
に
丸
投
げ
す
る
つ
も
り
な

の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

▼
里
海
で
魚
値
は
上
が
る
か
？ 

「
里
海
や
資
源
に
配
慮
し
た
と
こ
ろ
で
と
れ
た
も
の
と
な
れ

ば
、
当
然
付
加
価
値
が
上
が
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
、
大

口
市
長
は
自
信
た
っ
ぷ
り
に
答
え
ま
し
た 

私
に
は
「
里
海
」
と
掲
げ
た
だ
け
で
、
市
場
価
格
が
上
が
る

と
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
「
島
根
県
海
士
町
の
よ

う
に
冷
凍
施
設
を
完
備
し
、
生
鮮
と
二
次
加
工
を
主
に
す
れ
ば

価
格
の
底
上
げ
が
で
き
る
」
と
、
冷
凍
施
設
整
備
を
提
案
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
口
市
長
の
里
海
信
仰
は
揺
る
が
ず
、
聞
き

入
れ
て
は
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

▼
資
源
管
理
は
漁
協
が
実
施 

 

「
漁
獲
す
る
サ
イ
ズ
や
漁
の
規
制
、
休
漁
期
の
設
定
な
ど
、

地
域
の
漁
業
特
性
に
応
じ
た
資
源
管
理
の
仕
組
み
づ
く
り
を

支
援
す
る
」
と
、
基
本
計
画
に
は
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
資
源
管
理
は
す
で
に
漁
協
が
実
施
し
て
い
ま
す
。 

私
は
、
「
漁
協
が
実
施
し
て
い
る
以
外
に
、
何
を
ど
の
よ
う

に
管
理
し
、
支
援
す
る
の
か
」
と
、
市
長
に
説
明
を
求
め
ま
し

た
。
大
口
市
長
の
答
弁
は
次
の
通
り
で
し
た
。 

「
漁
業
者
が
自
分
た
ち
で
ル
ー
ル
を
作
り
、
資
源
管
理
を
し
て

き
た
が
、
中
に
は
外
れ
た
こ
と
を
す
る
方
々
が
多
々
あ
っ
た
の

で
、
徹
底
し
て
資
源
保
護
を
し
て
い
く
。
」 

毎
回
の
こ
と
で
す
が
、
質
問
と
答
弁
が
か
み
合
い
ま
せ
ん
。

「
基
本
計
画
に
書
く
こ
と
が
な
い
か
ら
、
漁
協
が
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
明
記
し
た
」
と
い
え
ば
、
わ
か
る
の
で
す
が
。 

 ▼
で
き
る
の
か
水
資
源
活
用
ビ
ジ
ネ
ス 

 

「
水
資
源
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
本
市
の
豊
富
な
森
林
資
源
の

有
効
活
用
方
策
を
検
討
す
る
」
と
、
基
本
計
画
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
担
当
職
員
は
次
の
よ
う
に
答
え
ま

し
た
。 

 

「
全
世
界
で
水
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
は
上
水
道
の

ダ
ム
が
あ
る
の
で
、
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
に
あ
る
非
常
に
き
れ

い
な
水
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

基
本
計
画
に
盛
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
」 

 

志
摩
市
の
年
間
降
水
量
と
、
的
矢
湾
に
流
れ
込
む
水
を
止
め

る
こ
と
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
を
考
え
る
と
、
神
路
ダ
ム
・
蓮

ダ
ム
を
合
わ
せ
て
も
、
志
摩
市
に
は
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
立
た
せ

る
だ
け
の
容
量
は
な
い
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

仮
に
大
口
市
長
が
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
具
現
化
し
た
と
し
て
も
、

「
海
ほ
お
ず
き
」
「
里
海
創
生
」
に
続
く
、
多
額
の
赤
字
を
垂

れ
流
す
事
業
が
ま
た
一
つ
増
え
る
だ
け
で
す
。 

 

 
市
政
野
名
だ
よ
り 

第
二
一
号 

発
行
者 
野
名
す
み
よ 

大
王
町
波
切
一
〇
八
―
一 

平
成
二
十
四
年
八
月
発
行 

℡
七
二
‐
一
三
二
〇 



◆
公
費
の
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
減
額 

 
六
月
の
定
例
会
で
、
公
費
の
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
の
減
額
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
本
年
十
月
予
定
の
市

長
選
で
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
十

四
年
度
当
初
予
算
で
は
削
減
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

私
が
見
直
し
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
担
当
部
長
は
「
こ
れ
か
ら

検
討
す
る
つ
も
り
」
と
答
弁 

し
か
し
、
本
気
で
削
減
す
る
気
が
あ
れ
ば
、
予
算
を
積
算
す

る
時
点
で
検
討
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
指
摘
さ
れ
た
後
の
六
月

に
減
額
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
言
わ
れ
な
け
れ
ば
減
額
し
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

教
育
・
福
祉
施
設
の
統
廃
合
、
連
絡
所
の
廃
止
と
い
っ
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
縮
減
は
計
画
通
り
に
断
行
し
、
市
長
自
ら
使
う

選
挙
費
用
は
削
減
し
な
い
。
私
は
こ
う
し
た
大
口
市
長
の
政
治

姿
勢
に
強
い
怒
り
を
覚
え
、
『
市
政
野
名
だ
よ
り
第
十
九
号
』

で
問
題
提
起
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
わ
ず
か
三
ヵ
月
で
方
針
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

▼
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
削
減
額
（
上
限
） 

・
市
長
（
二
二
〇
枚
→
一
六
〇
枚
） 

四
十
万
千
九
百
四
十
円
→
三
十
二
万
三
千
二
百
円 

・
市
議
（
一
六
〇
枚
） 

三
十
八
万
三
千
六
百
八
十
円
→
三
十
二
万
三
千
二
百
円 

 
 

 

◆
五
十
万
円
増
額
―
大
島
祭
り
の
補
助
金 

七
月
十
九
日
に
行
な
わ
れ
た
大
島
祭
り
の
補
助
金
五
十
万

円
の
増
額
が
六
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
予
算
は
、
前
年
度
と
同
額
の
五
十
万
円
で
し
た
。 

担
当
部
長
は
増
額
理
由
を
、「
地
元
の
強
い
要
望
を
受
け
た
」

と
説
明
。
私
は
「
地
元
の
強
い
要
望
が
あ
れ
ば
、
他
の
四
町
も

増
額
し
て
く
れ
る
の
か
」
と
質
し
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
大
口
市
長
は
次
の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。

「
要
望
と
い
っ
て
も
、
組
織
と
し
て
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
努

力
を
し
、
自
分
た
ち
で
も
か
な
り
経
費
を
集
め
る
と
い
う
の
で
、

そ
れ
を
良
し
と
し
て
五
十
万
円
増
額
を
認
め
た
。
要
望
と
同
じ

に
組
織
の
努
力
も
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
今
後
、
祭
り
の
補
助

金
は
取
捨
選
択
を
し
な
が
ら
見
据
え
て
い
き
た
い
。
」 

私
は
、
大
島
祭
り
の
補
助
金
増
額
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、
「
市
長
の
居
住
地
で
あ
る
和
具
地
区
だ
け
を
優
遇
す
る

の
で
は
な
く
、
他
の
四
町
に
も
公
平
に
増
額
す
べ
し
」
と
、
予

算
分
配
の
差
別
化
に
苦
言
を
呈
し
ま
し
た
。 

二
十
二
年
三
月
、
大
口
市
長
は
「
補
助
率
は
補
助
対
象
経
費

の
二
分
の
一
を
上
限
と
す
る
」
と
し
た
『
志
摩
市
補
助
金
等
交

付
基
準
』
を
設
け
ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
「
祭
り
は
観
光

施
策
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
、
大
幅
な
減
額
は
す
べ
き
で
な

い
」
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
五
町
公
平
が
原

則
で
あ
る
べ
き
で
す
。 

し
か
し
、
今
回
、
地
元
か
ら
強
い
要
望
を
受
け
た
と
い
う
理

由
で
、
こ
の
規
定
は
守
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
突
然
に

増
額
さ
れ
た
大
島
祭
り
の
補
助
金
。
「
十
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
市
長
選
挙
の
対
策
と
し
て
、
大
口
市
長
は
地
元
に
公
費
を
ば

ら
ま
い
た
」
と
の
批
判
は
免
れ
ま
せ
ん
。 

◆
介
護
保
険
料
を
値
上
げ 

▼
値
上
げ
理
由 

六
十
五
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
は
、
三
年
ご
と
に
見
直
し
さ

れ
ま
す
。
今
年
は
そ
の
見
直
し
の
年
で
す
が
、
昨
年
と
比
較
す

る
と
四
十
五
％
も
の
値
上
げ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

値
上
げ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
加
し
た
。 

➁
介
護
報
酬
が
改
定
さ
れ
た
。 

③
六
十
五
歳
以
上
の
負
担
が
二
〇%

か
ら
二
十
一%

に
変
更
。 

④
昨
年
ま
で
値
上
げ
を
抑
え
る
た
め
に
介
護
保
険
の
基
金
を

取
り
崩
し
て
い
た
が
、
こ
の
基
金
が
な
く
な
っ
た
。 

⑤
昨
年
、
見
込
み
よ
り
利
用
者
が
増
え
た
た
め
、
財
源
不
足
を

県
の
基
金
か
ら
借
り
入
れ
た
。
こ
の
返
済
分
を
今
後
三
年
間

の
保
険
料
に
充
て
た
。 

※
志
摩
市
の
財
政
は
、
保
険
料
の
値
上
げ
を
抑
え
る
た
め
に
取

り
崩
す
基
金
も
、
一
般
会
計
か
ら
介
護
保
険
特
別
会
計
に
繰

入
れ
る
財
源
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

▼
合
併
後
の
市
の
一
人
当
た
り
の
基
準
額
（
月
額
） 

・
十
七
年 

 
 
 
 
 

…
二
千
四
百
四
十
円 

・
十
八
年
～
二
十
年 

 

…
三
千
六
百
四
十
円 

・
二
十
一
年
～
二
十
三
年
…
三
千
七
百
円
） 

・
二
十
四
年
～
二
十
六
年
…
五
千
三
百
七
十
円 

 
 

 
 

 

▼ 

県
下
の
介
護
保
険
の 

一
人
当
た
り
の
基
準
額
（
二
十
四
～
二
十
六
年
） 

 

・
い
な
べ
市
…
三
千
八
百
十
九
円 

・
木
曾
崎
町
…
三
千
九
百
円 

・
朝
日
町 

…
四
千
二
百
円 

・
南
伊
勢
町
…
四
千
四
百
二
十
円 

・
大
紀
町 

…
四
千
五
百
円 

・
東
員
町 

…
四
千
六
百
八
十
七
円 

・
大
台
町 

…
四
千
七
百
二
十
円 

・
桑
名
市 

…
四
千
七
百
六
十
一
円 

・
四
日
市
市
…
四
千
九
百
三
十
六
円 

・
度
会
町 

…
五
千
円 

・
多
気
町 

…
五
千
百
五
十
円 

・
川
越
町 

…
五
千
二
百
七
十
五
円 

・
菰
野
町 

…
五
千
二
百
七
十
六
円 

・
玉
城
町 

…
五
千
二
百
八
十
円 

・
名
張
市 

…
五
千
三
百
円 

・
志
摩
市 

…
五
千
三
百
七
十
円 

・
亀
山
市
・
鈴
鹿
市
…
五
千
三
百
七
十
七
円 

・
明
和
町 

…
五
千
三
百
九
十
二
円 

・
紀
北
町
・
尾
鷲
市
…
五
千
四
百
六
円 

・
熊
野
市
・
御
浜
町
・
紀
宝
町
…
五
千
四
百
五
十
五
円 

・
伊
賀
市 

…
五
千
六
百
五
十
四
円 

・
津
市 

 

…
五
千
六
百
九
十
円 

 

・
伊
勢
市 

…
五
千
六
百
九
十
四
円 

・
松
阪
市 

…
五
千
七
百
九
十
円 

・
鳥
羽
市 

…
五
千
八
百
二
十
円 

▼
県
平
均
（
二
十
四~

二
十
六
年
）
…
五
千
三
百
十
四
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


